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平成30年度 

２級造園施工管理技術検定 

実地試験 解答試案 

 

【問題 1】 

施工体験記述につき省略(工程・品質管理)。 

 

【問題 2】 

(1)(イ) ①植穴は樹木の大きさに応じて、根鉢寸法に余裕をもって掘る。 

②植穴底部は土を細かく砕いて柔らかくしながら、中央部を高く仕上げる。 

③立込みは、樹木の表や裏、周辺の景観などを考慮して、見栄えが最もよ

くなるように植穴に樹木を立込み、植栽位置の微調整を行なう。 

(ロ) Ａ ウ（0.9） 

   Ｂ キ（満たしていない） 

 (ハ) Ａ ウ（樹姿） 

     Ｂ カ（樹勢） 

(ニ) 唐竹は、2年生以上で指定の寸法を有し、曲り、腐食、病虫害、変色のな

い良好な節止め品とする。 

(2)(イ) Ａ ウ（耕耘） 

    Ｂ エ（不陸整正） 

    Ｃ イ（植付け） 

    Ｄ ア（目土かけ） 

(ロ) 目土の材料  

   ・原則として床土と同じものを用いる。また雑草の種子の混入が多い表層土

は避け、植物の根茎、がれき等の混入のないものを調達する。 

作業方法 

   ・あらかじめ刈込みを行ない、すり込みを容易にする準備を行う。 

・レーキ等でむらなく敷均した後、乾燥させてからほうきなどで丁寧にすり

込む。 

(3)(イ) Ａ 上鉢のかき取り 

     Ｂ 枝しおり 

     Ｃ 仮支柱の取付け 
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 (ロ) 「根巻き」の作業目的 

   ・鉢崩れの防止として、樽巻き、揚げ巻きがある。 

   ・鉢土の乾燥防止を目的に針葉樹や常緑樹、季節はずれの落葉樹に用いる。 

 

【問題 3】 

(1) ・工事区域と利用者の区域を柵などで明確に分け、立ち入り禁止措置をとる。 

  ・車両と利用者の入り口や動線を区分する。 

  ・安全柵、注意制札板を設置し、作業区分への立ち入りを制止し、公園利用者

の流れを阻害しないように努める。 

・・・・・・・・等 

(2)(イ)Ａ 損傷 

Ｂ 30 

 (ロ) ①はしごの上端を 60cm 以上突き出すこと。 

     ②足元に滑り止め（転位防止措置）をしているか。 

     ③はしごの立て掛け角度は 75度以下か。 

      ④はしごの上部・下部の固定状況を確認しているか。 

・・・・・・・・等 

(ハ)「保護帽」の安全点検 

   ・「労・検」ラベルを確かめ、作業に合った区分の保護帽を使用しているか。 

   ・へこみ、割れ、亀裂等の損傷の有無。 

   ・ヘッドバンドの損傷の有無。 

   ・あごひもの損傷の有無やきちんと締められているか。 

・・・・・・・・等 

(ニ)・枝の切り落とし時には監視員を配置し、状況に応じてはつり下げて落と

す。 

・作業に当たっては、上下同時作業にならないよう相互に声掛けを行なう。 

(3) Ａ ウ（移動式クレーン運転士免許を受けた者） 

  Ｂ エ（玉掛け技能講習を修了した者） 

 Ｃ キ（6） 

 


